
ＯＢＯＧ訪問の流れ
鶴2CSCは、発達科学部・国際人間科学部・人間発達環境学研究科
の学生（申込者）の依頼に基づき、当学部・当研究科のＯＢＯＧ（卒
業生・修了生）を対象としたＯＢＯＧ訪問のアレンジを行う。

※他学部・他研究科のＯＢＯＧ訪問を希望する場合、キャリアセン
ター（鶴１）かキャリアセンター・東京分室に問い合わせること。

NO
特定の企業・自治体ＯＢＯＧが存在する？

申込者がＯＢＯＧ訪問申込票に記入する

申込者がＯＢＯＧ訪問を希望する特定の企業・自治体を決める

NO

申込者がキャリア
センターかキャリ
アセンター東京分
室に問合せる

申込者が過去の就活ガイドブックの就職先一覧表から、
希望する企業・自治体のＯＢＯＧ（２０１３年度卒以降）の有無を
調べる

鶴2CSCがＯＢＯＧに連絡し、ＯＢＯＧ訪問を打診する

ＯＢＯＧから訪問を受け入れる旨の連絡あり？

鶴2CSCが申込者にＯＢＯＧの名前と
ＥメールアドレスをＥメールにて伝える

申込者がＯＢＯＧに連絡を取り、面談
（対面かWEB）のアポをとり、面談を行う

申込者が鶴2CSCに事後報告をメールで行う
（日時、場所、面談者、簡単な面談内容など）

YES

YES



問い合わせ先：人間発達環境学研究科キャリアサポートセンター
(鶴2CSC)
電話番号：０７８－８０３－７９８０
メールアドレス：contact_csc@h.kobe-u.ac.jp

ＯＢＯＧ訪問に関する留意点

１）ＯＢＯＧ訪問は、多忙な先輩にとっては貴重な仕事時間が奪わ
れることを意味します。訪問に際しては、あらかじめ充分に業界・企
業研究をした上で、質問事項を簡潔にまとめ、できるだけ先輩にし
か聞けないことをたずねること。

２）鶴2CSCからの申込者への連絡はＥメールにて行うので、申込者
は随時Ｅメールをチェックすること。

３）鶴2CSCからＯＢＯＧ訪問ＯＫとの連絡を受け次第、申込者は早
急にＯＢＯＧにＥメールにて連絡をとること。

４）鶴2CSCが保管する卒業生・修了生名簿に、ＯＢＯＧのＥメールア
ドレスの記載が無い場合、ＯＢＯＧ訪問のアレンジは出来ない。

５）ＯＢＯＧ訪問が終了すれば、申込者は早急に鶴2CSCにＥメール
で簡単な事後報告を行うこと。その報告を受け次第、鶴2CSCはＯＢ
ＯＧにお礼の連絡をする。

６）ＯＢＯＧ訪問に関し、何らかのトラブルがあった場合は速やかに
鶴2CSCに相談すること。


